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速路運送法の改正による協踏迅質の協議方法の見直しについて

改正竜路退送法の改正(RS,10,1施行)              ・

¬ 法改正前(～ 9/30)

2滋些雙望嚢髯蚤趣饉虹法偉化再生法に基づく)建難会 Jにおいて協
繁歳副え〔国上交通大臣1=晟出

法定協議会での協議
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とれを変更しようとすメ,と きも園様とする。
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2法改正後(10/1～ )

.今考<通路運造法 (抜粋〉>
(一般乗合旅客自動車蛭巻事業の延箕及び料金)

第 9条  (聘 )
4 …般乗合旅密葛動車通送事業斎は、次に掲げる者を格成員とする協艦会において、地

城に邦ける需要に応し当該地城の住民の生活のための旅客
の選送を描保する必要がある

路泳又は曽来区城 (以下この項において I路え森等」と
いう。)に係る選女等について協熱

が綱つたときは、第一項及び前項の規定にかかわらず、当該協戯
が調つた事項を国土変

通大臣に届け出ることにより、当,女題質等を定めることができ
る。当該協議会において

当該選貨等の変更について協構が調つたときも、同様とする
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5 前釈第一号に拍げる者は、聞項の協燃
他の住民、利用者その他利密関係者の意

ばならない。

6～ 7(略 )

をするときは、あらかじめ、公聴会の開催その

図土交適大臣
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X関― 者が
複数の場合には分科会も軽数回関機が必要となる

〔運賃分科会について】

。分科会の全量崖ム邑立とし、分科会委員
のうち 醒曖強選塑撃塾撃■よこ■巫醒壁』聾藝盤と

と

する。

・分科会の建案は、全会―数で決する。

分科会での決繊事,について
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法定協議会て'の協構

国土交通大臣

遷買分科会
での協驚

几を反映させるために必要な措置を離しなけれ
は、観会議である法定協議会に選堂する(親会議

の承認は求めない。)ぅ


